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目的　食品の戚聘実験,よテクX チャ ーを研奪 ずる上-tヽ ･実用的な試験法 とＬて使われてヽ,ヽ

^ ヵ` '，破 町にお リ カ't的な測支 はあまりf われX  いない。本研究釣 友寒天ゲルを中･心と

町/l °゚ Mi,   穆 塘' 寒天ｸ勺･T ゛(゙水天庫度/j /'00 w£, 砂糖濃度ﾌ"A,    zo 'A, 靭%・(>呪t

fz. 試料It 半径 □^cm.,/高さ2  ． に成型し。。一変鼻嵐条件に放置衝則之 しtz. 試料# 破ヽ
唐rすJ> i  で"の応カ-  歪測 定|まダ イナ グ'ラフ を用らZ3'c ，厚 縮 速度(ﾌ｡^c。iみt･，,∂｡＆c。/，φn．

/. do・/戒n,ZAc χ/nひn，^.∂c.n.l->n.乙n,で行 フだ。 こa とit行 してレオa メ ータ ーIII  -iテ クス

チャ ー侍1生値 とカード/･- ターに よる-tzrリ ー後度 り測史 を行7  た。

結泉　 ダ イナグ ラフ･こよ り応力-  i

城 町応丸 扇 町エネ ル ギ ーをホ;り た。破 町 歪･tziy. ～μ%  t".寒 天 濃度，y£縮 速皮 こ対 しX

あ きらヵヽ な依 存性 職認 めら れなヵいフた。叔鴫一心力l&0.5 ～砿3 × IO*''*^/c㎡f あ')‥ 破 町エ

わ レギ ーlま∂｡1~ぶ.Sk ＼(i゙町/c 。?であ フた。破前 応 力 と破 ボ｢エわ レギ-  (i寒天濃皮 お よa"

芦｡蛸速度 の増ｶ に 掟 つt 増 大r  ることが認 めら れた。裁断 応力(X) と雄 町 エネ ル ギー(Y)

iこフい てり関 係lよ，Y ＝-O.JOt/.27X  とし て示i- れr--.。 ゼ リ ーst度 はO,E'- ＆.SX lO^ol^゙ /

c≫t* -Cあ ク,    テクスチャ ー騎陣値 と しZ  の1更き沫O.6 ～i.O 尺．U．x ゛h フた。なお，砂 糖 一

寒 天グル と 之,3 。食 晶,-  -

A-85　 白ソースり分散性 と流動特性

日本女大象或　 ○孝羽CAろ　大帰はま子　中決信3-

目的　 包ソ ースとその基本 となゐ，し一にフいて検討を重ねてきた．ﾉﾀヽヽ回は自ソーヌ,調製

遥双x の゙ノしーの牛乳中へ･り分散性,こついて検討した. また,   出来±.がフた白ソースの流動

特性にフいても，あ わせて検討 を行フだ．

方法 試料としてバタ‾zり' 小.
   ..    
紐.牛乳初゜ を･用いた．ﾉL －の分散性は，ﾉI 一と牛

乳 を冶 わヽゼ:，々 メアシュ.・ 飾をr通しその残 座量で ua.較した．加熱温度初~/伺c のルーにつ

いt は,    ごれを初'C(C し，6∂゛Ce)牛乳と合 わせ．喫験%:n フだ．I た. 加熱 温泉/ZO °cル

ーにフいてIt,    温度集件 を･ルー/0～/5’C，牛乳/Q ～だ'C として各々組合 わせ検討 した.  さ

ら･こ，加熱湛庚初~/μ ゛Cのルーをr用 いた白ソース の琉動特性を得;,ため．ロトビスコ回ね
粘皮計RV3 型を使用した．各自ソースについて， ず゙り速度依存性 を一示 す琉動履 歴曲線と，

一定ずｸ 速度によi 応 力 一時間曲線を･求り検討した．

結泉　ル-  り 口熱孤度 の変化にI  いしーの分散mi.. 加熱繊庚丿加 ゜C ^ )レーカヽ最もよく，

佃゛Cのものダ最も易ヵヽ フた. ル ーt  牛乳の温度を･浚化させて組ふわゼ:だ鴻気 分教性の良

好なものIt, 牛乳'／参量^ 加之ぽ裡撹抒 した時 の冶ヽ わゼ:温度ヵv^j ヽ U °c，牛乳全量 を加 私

さらにﾀ 抄撲坪 け て時 の弧度ヵヽ゛^4～6l'Cx あフた．白ソース,の流動外性として．琉粗履歴

曲線( ∂~l鉢之 つヵヽ ら求あた降伏応力とチキソトa  ピー特限値IS ともにぺL －の加熱瓜度

のﾕﾆ,和 こ従い滅少 しre, いf れの右ソースもずつ 速度 の噌加,こt. クみか ひ 細 色事が減ｙ
した．一定f ク速度 にi; ;,応力 一時m 曲線ヵヽり 刀期のみ,ヵヽ ･j-の粘度‰ と平癒 みヵ丿 の粘度

恥 ＆ぶり， これらのみめ丿 の戦友 と ｀)速浅 の関係陳両対数グラフヱで直線 となフだ．


